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編　集　後　記

第 7 回研究大会は、名古屋大学東山キャンパス（準備委員長：仙場胡丹准教授）において令和 6 年 9 月
20 日（日）午後 12 時から午後 5 時 40 分まで対面式で開催された。なお、討論に参加された会員は下記
のとおりである（五十音順）。

石井　明（元横浜商科大学） 市川紀子（駿河台大学） 岩崎　勇（大阪商業大学）
岡本紀明（立教大学） 越智信仁（関東学院大学） 金子友裕（東洋大学）
椛田龍三（専修大学） 川津大樹（星槎道都大学） 姜　周亨（名古屋大学）
菊谷正人（法政大学名誉教授） 郡司　健（大阪学院大学） 柯　瓊鳳（東呉大学）
古賀智敏（神戸大学名誉教授） 島永和幸（神戸学院大学） 島本克彦（大阪経済法科大学）
白木俊彦（元南山大学） 神納樹史（東京経済大学） 仙場胡丹（名古屋大学）
塚原　慎（駒澤大学） 中嶋隆一（情報経営イノベーション専門職大学） 中村亮介（筑波大学）
西山一弘（帝京大学） 松井泰則（大原大学院大学） 溝上達也（松山大学）
山内麻友美（名古屋大学大学院） 山下悦史（筑波大学大学院） 吉田智也（中央大学）

本研究報告大会においては、初めての試みとして統一論題「グローバル会計研究の現状と課題」を設定し、
3 名による報告・質疑討論が行われた。さらに、記念講演を石井 明会員、招待講演を日本公認会計士協会
東海会の高島達郎氏に依頼し、リース会計の歴史・改正基準について講演して頂いた。自由論題には、2 名
による報告が行われている。

このような質疑討論を参考にして加筆・修正された報告論文が寄稿され、編集委員会は、寄稿論文につい
て複数のレフリーを選び、編集委員長から査読を依頼した。本人の御希望により、査読無しで研究ノートも
投稿されている。寄稿論文は、複数の匿名レフリーにより査読され、編集委員会の審議を経て 3 篇の査読
付き論文、1 篇の研究ノート及び記念講演論文が掲載されることになった。

最後に、本機関誌の編集に携わった編集委員会メンバー（第 3 期：2024 年 4 月 1 日－ 2027 年 3 月 31 日）
は次のとおりである。

　編集委員長：	 菊谷正人（法政大学名誉教授）
　編集委員　：	 池田公司（甲南大学教授）
	 石原裕也（専修大学教授）
	 溝上達也（松山大学教授）
	 吉田智也（中央大学教授）

（菊谷記す）


